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全学ニュース

　4月22日（月）～24日（水）の3日間、
本学の戦略的国際パートナー校である
メルボルン大学の理学部化学・地球環
境科学微量解析部門（TrACEES）部
門長のアレックス・デュアン博士、国
際サポート職員の下田実加氏が、グロ
ーバルファシリティセンターを訪問し
ました。
　本訪問は、1月18日（木）に北大技
術支援・設備共用コアステーション
（CoSMOS）が主催した「第1回北海道
大学コアファシリティシンポジウム」
に下田氏を講演者として招へいしたこ
とに端を発します。
　豪州トップの研究大学であるメルボ
ルン大学には、研究実験設備の管理・
運営を担うため複数のプラットフォー
ムが組織されています。TrACEESは

理学部のプラットフォームであり、こ
の組織の取りまとめ役であるデュアン
博士より、運営、設備管理・運用、人
材育成、課題と展望について、お話を
伺いました。グローバルファシリティ
センターと技術支援本部のメンバーが
集まった打ち合わせ及び意見交換で
は、予算が限られたなかでターゲット
とする技術職員人材を獲得し育成する
難しさ、利用ニーズの高い機器の共用
化と部局側の希望の調整、それに伴う
予算繰り、効率的なアフターケアサー
ビスのあり方等々について、国は違っ
ても共通する課題や方向性の共有が行
われました。
　デュアン博士には本学理学研究院の
機械工作室、ガラス工室、薄片技術
室、ヘリウムを再利用する極低温度液

化センター、同位体顕微鏡システム等
も訪問見学していただき、それぞれ長
年研究支援に携わり、実験機器を発明
するベテラン技術職員たちの説明をお
聞きいただきました。また、理学研究
院の化学部門、物理部門の教員との意
見交換を行い、学術イベントの可能性
も探る機会となりました。
　教員と学生双方の活動に密に関わる
教育研究支援システムを運営するにあ
たって、両大学が情報、知識、経験を
共有していくことの重要性が示され、
今後の連携拡大も期待されます。

（グローバルファシリティセンター、
技術支援本部、理学研究院、国際連携推進本部）

メルボルン大学との技術職員連携強化

訪問者2名との集合写真
（右から2人目がデュアン博士、3人目が下田氏）

極低温度液化センター

ガラス工室Jマテリアル実験室

　5月1日（水）、STEM（理工数学）
教育を通じて日豪を繋ぐ事業に係り来
道した、豪ラトローブ大学数理物理学
科上級講師のディビッド・ホクスリー
博士と、同大学の社会人学生で地元ビ
クトリア州の公立高校で教鞭をとるア
レックス・ハニーセット氏が本学を訪
問されました。初等・中等教育におけ
る数学嫌いの生徒の増加傾向と、それ
に反して現在75％の職がSTEM教育の
知識や考え方を必要とすることを踏ま
え、豪州では大学教員による公立の学
校への教育協力の機会が増えていま
す。文部科学省と豪州教育省による日
豪教育ハイレベル政策対話でも、両国
で見られるこの共通課題へのSTEM協
働教育として、日本のスーパーサイエ
ンスハイスクール事業との連携が検討
されてきました。ラトローブ大学は、
令和5年度には市立札幌開成中等教育
学校、今回は市立札幌旭丘高等学校と

北海道滝川高等学校で訪問授業を行
い、来年以降も来道することが計画さ
れています。
　今回の本学来訪では、総合博物館、
札幌農学校第2農場他関連施設を訪問
し、産学・地域協働推進機構スタート
アップ創出本部の杉村逸郎部門長、椎
名希美副部門長、国際連携推進本部の
植村妙菜学術専門職と面会、特に令和
5年度からスタートアップ創出本部が
行っている小中高校生向けのアントレ
プレナーシップ教育を踏まえて、日本
の高校生向け教育について意見交換が
なされました。ホクスリー博士から
は、ラトローブ大学で備えるフリーア
クセス・リモートラボ（FARLabs）
を使った、高校生への核エネルギー、
放射線、宇宙と地球環境の授業紹介が
あり、「FARLabsはオンラインに接
続しており、遠隔授業に使える。通常
の学校環境では扱えない放射線を、特

定の材質に対して照射し、放射性物質
を測定することが可能であり、身近で
はない放射線や核エネルギーについて
学ぶことができる。豪州では紫外線に
無防備にいる人が多く、皮膚がんによ
り毎年2,000名以上が死亡している。
しかし医療においては必要不可欠であ
り、どこの国のエネルギー問題でも大
きな割合を占めるこの分野について、
高校生への教育、未来の関心を育てる
ことが重要である」との話がありまし
た。杉村部門長、椎名副部門長から
は、本学の高校生向けのアントレプレ
ナーシップ教育における大学生との協
働事例が共有され、大学が中等教育に
果たす役割を再認識する機会となりま
した。
*参照：FARLabs公式ウェブサイト　
　https://www.farlabs.edu.au/

（産学・地域協働推進機構、国際連携推進本部）

豪ラトローブ大学教員との高校生向け授業に係る意見交換を実施

ホクスリー博士（右から2人目）、ハニーセット氏（右端）と




